
バングラ
デシュ　　　環境レポート

現地からの
第6回
国際コラムパート２

SDGs の視点から 
環境問題解決へ向けて佐藤秀樹（国際事業部チーフコンサルタント）

JICA 青年海外協力隊員（派遣国 : エクアドル、職種 : 野
菜栽培）、農業・農村開発コンサルティング会社を経て
2010 年 9 月から、JEEF の国際事業部に勤務。主として、
バングラデシュにおいて環境教育の技能を活用した住民に
よる持続可能な地域づくりの活動を実施中。

バングラデシュにおける環境教育活動に関
心がある、意見交換したい、インターンを考え
ている、一緒に協働プロジェクトを実施したい
等がございましたら、お気軽にご相談下さい！

hideki_sato@jeef.or.jp
03-5834-2897
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次回からは、「開発途上地域（ア
ジア）のローカルデザイン」をテーマとし、

地域をどのようにデザインしながら環境保
全、貧困削減や地域振興を図っていくのか。特に「教

育による地域づくりのデザイン」の視点を重視したコラ
ムを 6 回にわたり報告する予定です。ご期待下さい !

貧しい人たちの生活改善 
（ごみ拾いをして暮らす人たち）

気候変動等に適応力を持った、持続可能
な農業システムの確立（浸水に配慮した
ポット栽培）

健康的な生活の確保と福祉の推進
（レンガ工場から排出される煙）

人に豊かさをもたらす質の高い強靭なイ
ンフラ基盤の整備（洪水や暴風から地域を
守るマングローブ林によるグリーンインフラ）

包摂的かつ公正な質の高い教育の提供
（ごみ拾い人への識字教育）

国内の所得格差等の是正
（エビ加工工場で働く女性）

女性の能力強化の促進
（漁師の女性によるマングローブピクルスの
開発）

安全な生活環境の提供による人間居住
空間の実現（下水処理施設の未整備）

水と衛生の持続的な利用・管理（安全・
安心な飲み水をくみに長い道のりを歩く女性）

持続可能な生産消費の形態の確保と管理
（エビ需要を満たすために拡大を続けるエビ
養殖場）

森林や陸域生態系の保全
（マングローブ植林）

安価で信頼のおける近代的エネルギー
へのアクセスの確保（家畜排せつ物を燃
料にした調理への利用）

自然災害への適応力の強化
（サイクロン、アイラ -2009 年）

平和で包摂的な社会の促進
（2016 年 5 月 22 日「生物多様性の日」に
おける地域での普及啓発活動）

人間らしい雇用の促進 
（レンガ工場の労働者）

持続可能な海洋資源の管理と利用
（小エビ漁）

様々なステイクホルダーによるパートナー
シップ（市役所、大学、医師、ジャーナリスト、
住民、NGO等による廃棄物管理委員会の結成）
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文責：佐藤秀樹 
（国際事業部チーフコンサルタント）
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※ 1,2,3: 国際連合広報センター
 http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/
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